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Ⅰ．研究の概要 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

主題設定の理由 

社会的背景から   ・・・1人1台の学習者用端末の整備が進められ、個別最適な学びや協働的な学びを実現

していくために、これまでの実践と ICT とを最適に組み合わせることで教育の質

の向上につなげていくことが求められている。 
子どもたちの現状から・・・全国体力・運動能力調査の結果によると、体育の授業で、「目標（ねらい・めあ

て）を意識して学習すること」「友達と助け合ったり、教え合ったりして学習する

こと」「ICT を使って学習すること」により「できたり、わかったりする」ことが

あると回答した児童は、いずれも全国平均を下回っている。 
前年度までの研究から・・・ICT を用いた評価や ICT をどのように活用していくのか、知りたいという意見が

出されており、課題となっていた。 

目指す子ども像 

・自ら課題を見つけ、解決に向けて 努力する子ども 
・互いに関わり合いながら学ぶ子ども 

研究内容１ 

個別最適な学びや協働的な学びを保障する

ICTの活用方法の検証 

研究仮説 

  個別最適な学びや協働的な学びを通して「わかる・できる」を体験することで、運動に親し

み，運動好きの子どもを育成できるだろう。 

研究主題 

運動好きの子どもを育てる体育授業の実践 
～個別最適な学びや協働的な学びを通して～ 

研究内容２ 

「わかる・できる」活動に結び付けている

実践の紹介 

研究方法 

 １．令和５～６年の２ヵ年計画とする。 

２．各市町村の研究計画と調整を図り、推進委員研修会において共通理解を深めながら同一課題をもって研究を

進めていく。 

 ３．会員の実践記録を集め、「『わかる・できる』活動に結び付けている実践や取組の紹介集」として発行する。 

 ４．互いの資質向上のため、会員のニーズに応じた実技・理論研修会を開催する。 

５．役員研修会、推進委員研修会を効果的に配置し、円滑に研究推進を図ることができるように配慮する。 



Ⅱ．実践研究の経過と成果 

１．実践研究の経過 

 （１）研究経過 

   ４月１４日  石教研専門部会第一次研究協議会 

第１回推進委員研修会 

     第１回役員研修会           （中央中学校） 

   ５月１９日  第２回役員研修会           （石狩教育研修センター） 

  ６月１５日  新入会員研修会            （石狩教育研修センター） 

 ７月 ７日  理論実技研修会・第３回役員研修会   （北広島市総合体育館） 

   ７月２０日  第４回役員研修会・第３回推進委員研究会 （石狩教育研修センター） 

     第１回教育課程委員会         （石狩教育研修センター） 

   ８月下旬 

～９月上旬  各市町村研究協議会          （各市町村小学校）  

   ９月１４日  第５回役員研修会           （石狩教育研修センター） 

   ９月２９日  拡大役員研修会            （石狩教育研修センター） 

１０月１２日  小委員研修会       （江別市立文京台小学校・江別市立豊幌小学校） 

１０月１３日  石教研専門部会第二次研究協議会    （江別市立文京台小学校・江別市立豊幌小学校） 

１１月２４日  第６回役員研修会・教育課程研修会   （石狩教育研修センター） 

   １月  第７回役員研修会・第４回推進委員研究会 

   ２月  各市町村第三次研究協議会 

 

  （２）研究成果    
 今年度は、第28期２年次研究１年目にあたる。「運動好きの子どもを育てる体育授業の実践～個別最適な学びや協働

的な学びを通して～」を研究主題とし、「個別最適な学びや協働的な学びを保障する ICT の活用方法の検証」の授業づ

くりと、「『わかる・できる』活動に結び付けている実践の紹介」を研究内容とした。 

今年度は、久しぶりに授業公開を行うことができ、ICT を積極的に活用した実践を見ることができた。自分で課題を

設定し、解決に向けて取り組む個別最適な学びや動画を見ながら互いに気付いたことを交流したり、改善点をアドバイ

スし合ったりする協働的な学びの姿が見られた。 
主体的で対話を深める学習に向けたアプローチ、運動量の確保についても課題を共有したり、共に思考を深めたり

するための ICT の活用場面を意図的に設けた。「わかる・できる」ことができるような授業づくりを目指して実践した。

また、指導と評価の一体化を目指した単元計画では、「児童に身に付けさせたい力」（めあて）を明確にし、教師と児童

が評価規準を共有することで、児童自身の気付きや教師の指導改善につなげるための方法を考察した。 

本研究により、苦手・つまずきの背景を把握したことで、指導方法の改善や焦点化につながることとなった。さら

に、評価規準に具体性をもたせることにもつながり、学習内容に即した評価規準を設定できた。そうすることで、指導

者と児童が課題を共有することができ、指導者が児童に「身に付けさせたい力」は何か、児童自身がどのように運動に

取り組んでいけばよいのか、見通しがもてる学習展開へとつなげることができた。 

また、各市町村のレポートによって、部会員の実践、指導の工夫を広く知ることができた。領域を特定せずに集め

たことで、多岐にわたる運動についての実践が紹介されることとなった。部会員の実践が集まり、保体部会のみならず、

体育授業の在り方について石狩管内に広められるレポート集となった。 
 



２．専門部会第二次研究協議会での交流 
  (１)専門部会第二次研究協議会での交流内容 

  ①授業公開の様子 

５年生 単元「器械運動 ～マット運動～」 
授 業 者：Ｔ１ 畠中 雅揮 教諭（江別市立文京台小学校） 
      Ｔ２ 竹谷 加奈 教諭（江別市立文京台小学校）本村 海都 教諭（江別市立文京台小学校） 
本時の目標 

○基本的な回転技や倒立技に取り組み、それぞれについて自己の能力に適した技が安定してできるようにするとと

もに、その発展技をできるようにする。 
○運動に進んで取り組み、約束を守り、助け合って運動している。 

本時の様子 
主なねらい・学習活動 教師の指導・支援・学習評価（◆） 

１． あいさつ 
２．前時の振り返りをする。 
３準備運動をする。 
 ・3分間エアロビック 
 ・感覚づくりの運動をする。 
（カエルの足打ち、ゆりかご） 

４．本時のねらいを確認する。 
 
 
 
 
５．場や用具を準備する。 
 
 
 
６．回転技の課題別練習に取り組む。 
 
□場や用具を移動する。 
７．倒立系の課題別練習に 

取り組む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．場や用具の片付け 
 
９．振り返りをする。（個人） 
 
１０．学習のまとめ（全体交流） 
 
１１．あいさつ 

 
○単元のつながりを意識させ、本時のねらいにつなげさせる。 
 
○映像を見ながら、腕や足の伸びを意識して運動をさせる。 
○動きのポイントを意識させて、運動をさせる。 
 
 
 

 

○技のポイント、アドバイス、チャレンジの３点を意識して、 
練習に取り組ませる。 

 

 

 

○活動班ごとにグループを設定し、教え合う。 

○児童が身に付けた技に応じて、発展技にも取り組ませる。 

 

 

 

 

 

◆自己の能力に適した回転技が安定してできていたか。また、

その発展技をできたか。（知識・技能） 

◆運動に進んで取り組み、約束を守り、助け合って運動をして

いる。（主体的に学習に取り組む態度） 

 

 

 

 

 

 

 

○全体で振り返りや 

「どうすればできるか」 

考えたことを交流する。 

 

 

めあて「できる技を増やすには，どうすればよいのだろうか。」 

タイムシフトカメラを使用することで，技のポイント

やアドバイスを意識しやすいようにする。 

タイムシフトカメラを使用し，お互いに撮影

し合い，声を掛け合う。 

タブレット端末を使用し，ワークシートに振り返り

と次回のめあてを打ち込む。 



（２）高学年授業分科会での協議内容 

 

１）授業者・共同研究者から 

技のポイントをタイムラプスや動画を貼り付けることで、視覚的に確認

することができるようにした。子どもたちも意識しながら取り組むことがで

きていた。主体的な活動をさせるために、教師の関わりは、褒めることや補

助することを主に行った。個別最適な学びへ向かわせるために、一人一人に

技を選択させた。ワークシートも ICT を活用することで、ICT をできる限り

活用する授業にした。 

 

 

２）成果と課題 

研究内容１に関わる視点 

・タイムシフトカメラの活用は、児童の知識・技能の習得や向上に有効 

であったか。 

・ジャムボードを活用したワークシートは、児童の学習意欲を高めるた 

めに有効であったか。 

・マット運動の「技のポイント」の提示は、児童の技能の習得向上に有   

効であったか。 

 

[成果] 

○タイムシフトカメラを含め、場のセッティングがよかった。 

○カメラと「技のポイント」が併用されていて、わかりやすかった。 

○子どもたちが主体的に努力する姿が、素晴らしかった。 

○ジャムボードは、とても使い勝手がよい。 

 

[課題] 

△タイムシフトカメラは、繰り返し見ることができない。 

△ポイントを絞って見させることで、子ども同士のアドバイスが更

に向上するのではないか。 

△全体交流のとき、タブレットを見てしまい、発表する人を見て聞いている子が少ないのが残念だった。 

 

３）助言者から 

 ○久しぶりにフルスペックでの2次研究協議会ができてよかった。 

○話し合いでも意見が活発に交流されていてよかった。 

○今回の授業では、ICTを有効に活用しながらも、「運動量の確保」「安全面への配慮」が十分になされていた。 

○提案授業のような形となったが、今回の話し合いをもち帰って、子どもたちに還元していただければと思う。 

△管内での資料や情報の共有については、研修センターの方々の力も借りながら進めていければと思う。 

 

 

 

 

 

 



 ②授業公開の様子 

３年生 単元「ベースボール型ゲーム ～ティーボール～」 
授 業 者：Ｔ１ 佐藤 哲生 教諭（江別市立豊幌小学校） 
      Ｔ２ 河野 あかり 教諭（江別市立豊幌小学校） 
本時の目標 

○状況を見ながら返球できるようにする。（知識・技能） 
○規則を守って、友だちに声をかけながら活動することができる。（主体的に学習に取り組む態度） 

本時の様子 
主なねらい・学習活動 教師の指導・支援・学習評価（◆） 

１． 準備運動をする。 
 

２． 前時を振り返る。 
 

３． 学習内容・課題を確認する。 
 
 
 
４． どんな工夫ができるか考える。 
 ・取った場所からすぐに投げた 

方が早い？ 
 ・球がそれたら逆に遅くなる？ 
 ・遠くまで投げられないときは？ 
 
５． 「中継プレー」について知る。 
 
 
 
 
 
 
６． チームごとに返球練習をする。 
 ・5ヶ所をローテーション 

①ボールを転がし走る ②返球を受ける 
③判定する ④中継に入る ⑤捕球する 

 
７．攻守に分かれ、バックホームゲームを行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．学習を振り返る。 
 

○体操係が終わった後、補助的な準備運動を行う。 
・いろいろキャッチボール 

○前時までのゲーム動画や、学習カードを確認しなが

ら、本時の課題に迫れるようにする。 
 
 
 
 
○捕球した後の動きに焦点を当てて考えさせる。 
 
 
 
 
 
 
○中継者は、最短コースに入るように意識させる。 

○状況によって、「中継」しない方が早い場合もあるが、

「中継」した方がすばやく、正確に返球でき、相手の

得点を抑えるのに有効であるので、チャレンジしてみ

ることを推奨する。 

 

○体育館を半分に分け、バッターの代わりに手でボール

を投げ、それを捕ってバックホームするように指示を

出す。 

○今回は、必ず中継に入るように指示する。 

 

○打席は一回りで交代。 

○守備位置は、好きな場所に陣取ってもよいが、捕球し

た子の回りに集まり、全員が座った時点での判定とな

る。ただし、中継をした子はその場で座ってよしとす

る。 

○返球するまで、本塁とコーンの間を何往復できたが得

点となる。（バットボーナス＋１点） 

○今回は、状況を見ながら中継を入れるか入れないかを

判断するように事前に伝えてから始まる。 

◆状況を見ながら返球ができる。（知識・技能） 

◆規則を守って、友だちに声をかけながら活動すること

ができる。（主体的に学習に取り組む態度） 
○様々な状況を考えて、中継するかしないかを判断する

ことを確認し、次時のゲームで生かすようにアドバイ

スする。 
 

なるべく点を取られないようにするには、どうしたらいいだろう。 

蓄積された動画や児童のコメントなどを

モニターに映しながら全体で確認できる

ようにする。 



（２）低学年授業分科会での協議内容 

１）授業者・共同研究者から 

江別に転勤してICTの状況がわからず、使っているアプリも違ったの

で、何を使うとよいかの検討から行い、SKY メニューの発表ノートを使

っている。また、動画の蓄積も発表ノートで行っている。同じページに

貼り付けられるところがよい。年度をまたいでも活用できる。 

 授業は、普段通りに進めることができた。ティーボールは初めてで難

しいと思っていたが、ドッジボールで培った投げる技術が活用されてい

たので、レベルを上げて中継に挑戦させた。ゲームの中でも活用し、成

功体験ができてよかった。 

 

２）成果と課題 

研究内容１に関わる視点 

・単元を通した「発表ノート」による動画の蓄積や振り返りの記録 

は、技能の向上や思考・判断の向上に有効であったか。 

・ゲーム形式での練習の場面において、基本となるルールは継続し 

積み重ね経験させながら、その時間のポイントとなる部分のみの 

ルールを変更させたことは、子どもの知識・技能の向上に有効であったか。 

 

[成果]  
○ICTを使った導入が、子どもたちにわかりやすくてよかった。 

○練習もわかりやすく、全員がゲームを楽しい雰囲気でできていてよかった。 

○中継プレーのよさが実感でき、ゲームに生かそうとしていた。 

○指導計画の中でも各時間で目標に合わせたルールが設定されていたようで

よかった。 

○バットをかごに入れると1点のルールが、苦手な子どもでも貢献出来てよい。 

○授業の終わりにゲームを設定し、その日の学習を活かせる場面をつくっているのがよい。 

○失敗動画を蓄積しているのがよい。失敗から考えたり、他を認め合う風土が育ったりする。 

○実態を踏まえたグループ編成や学級経営が素晴らしかった。 

 

[課題] 

△お手本の動画と自分の動きとの比較を行うと、子どもによって目標へのアプローチが変わって個別最適化になる。 

△異動によってソフトが変わると大変なので、統一されると便利になる。 

△ベースボール型の運動では、運動量を確保するための工夫が必要になる。 

 

３）助言者から 

 ○体操の声で、いい学級なのがわかった。 

○女子のキャッチボールが上手かった。 

○ICT は、瞬間の動きを切り取ることができ、それを蓄積していけば、子どもたちにとってわかりやすく、考えやす

い。子どもたち自身の評価につながる。 

 ○適切な評価がないと、運動好きの子どもになったかどうかわからない。そこにICTが活用できる。 

△ゲームは評価が難しい。タイミングによってできる場面がないこともあるので、そこは次の単元でしていくこと

も考えられる。 

 



(３)研究内容についての交流内容 

１．「個別最適な学びや協働的な学びを保障するICTの活用方法の検証」 

〔成 果〕 

○各市町村・各学校において、研究内容を意識した授業実践を積み重ねることができた。 

○ICTの活用が、児童の知識・技能の向上につながっている実践が多く見られた。 

○手本の動きや自分の動き、他所の動きを動画で比較することで客観的に考えることができていた。 

○ルールややり方、授業の流れについても動画を活用することで、児童にわかりやすいものになった。 

○ICTを活用した学習カードは、データが蓄積されていくため、振り返りがしやすい。 

○動画や振り返り等のデータが蓄積されることで、教師側も評価に役立てることができる。 

 

 〔課 題〕 

△協働的な学びに向かわせるための ICTの活用については、今後も工夫する必要がある。 

△場や状況に応じて、台数や配置、使用するアプリを考える必要がある。 

△市町村によって使用可能なアプリやソフトが異なるため、統一することで使いやすくなる。 

△他市町村ともデータや活用できるアプリなどの情報を共有することで、より使いやすくなる。 
 

２．「『わかる・できる』活動に結び付けている実践の紹介」 

〔成 果〕 

○研究内容を意識した実践レポートを多数掲載することができた。 

○領域別に整理されているので、見やすく活用しやすくなった。 

○いろいろな領域で、苦手やつまずきの背景から「わかる・できる」活動に結び付く、場の設定やルール、練習方

法などが紹介されていた。 

 

 〔課 題〕 

△使いたいものが複数のときに、印刷するのが大変だった。 

△領域によって、実践の数に差がある。 
 

Ⅲ．教育課程研究 

 研究の経過 

今年度は、教育課程委員による検証のほか、教科書改訂に伴う教育課程の追補編の作成を行ってきた。これまで

の各校での実践や部会員からの意見をもとに、活用しやすい教育課程となるよう、作成作業を進めていきたい。 

 
Ⅳ．実技・理論研修会 

 １．研修会の内容 
７月７日（金）に北広島市総合体育館において、吉田 

順省氏（エスポラーダ北海道 スポーツダイレクター・

CPO）を講師に迎え、「わかるできるサッカーの指導方法

～低学年から高学年まで活用できるサッカーの指導方法」をテーマに、理論実技研修を行った。 

ウォーミングアップからシュートゲーム、ドリブルゲームなどゲーム性を取り入れて楽しみながら、ボールの扱い

にも慣れるような活動だった。ボールを触っていない人

への対応や発展的な内容なども考えられていて、今後の

指導に役立つものとなった。先生方も楽しみながら、学

ぶことができた理論実技研修であった。 

 



２．研修会の成果 

・ゲーム性を取り入れた活動を行うことで、児童の実態に合わせた技術向上の取組ができるということが研修を通

してわかった。 

・児童を主体的に学びに向かわせることができる実践を多く学ぶことができた。 

 
Ⅴ．部会研究の成果と課題 

 

【 成 果 】  

○「運動好きの子どもを育てる」ために、育成すべき資質・能力を明らかにした体育授業の実践を蓄積できた。 
○各校、個別最適な学びや協働的な学びへつながる ICTの活用について、実態や運動の特性を考えながら、工夫し 
て実践することができた。 

○ICTを活用することで、児童が課題を把握するときにイメージをもちやすくなった。 
○ICTを活用することで、児童が自分の動きを客観的に捉えたり、手本の動きと比較したりしながら考えることが 

できた。 
○データや資料を蓄積することで、評価に役立てることができた。 
○意識的に ICTを活用することで課題が明確になり、よりよい活用へとつながる実践となった。 
○各校の実践をまとめ、会員に伝えたことで、様々な運動領域の事例を紹介できたとともに、保体部会員の実践 
を広く知らせることができた。 

 
 【 課 題 】 

○協働的な学びに向かわせるための ICTの活用については、今後も工夫する必要がある。 
○市町村によって使用可能なアプリやソフトが異なるため、使いにくさや不便さがある。 
○他市町村ともデータや活用できるアプリなどの情報を共有することで、より使いやすくなる。 

 
                        （文責  八木 康浩 ） 


